





本 稿 は 、韓 国・九 州 に お け る 自 動 車 部 品 産 業 が 部 品 を 標 準 化 し た 場 合 、
九 州 地 場 産 業 の 参 入 可 能 性 を 探 る た め に 、理 論 と 実 態 の 両 方 か ら 考 察 し 、
検 討 を 行 い 、 そ の 上 で 政 策 的 提 言 を 提 示 す る こ と を 試 み た も の で あ る 。 
平 成 24 年 3 月 11 日 に 発 生 し た 、 東 日 本 大 震 災 で は 、 自 動 車 メ ー カ
ー な ど の 工 場 の 部 品 調 達 の め ど が 立 た ず 、発 生 か ら ２ ヶ 月 間 、操 業 が ス
ト ッ プ し た 。も し 、日 本 の 自 動 車 メ ー カ ー が 部 品 の 標 準 化 を 実 施 し て い
た ら 、在 庫 が 無 く な っ た 時 点 で 、韓 国 な ど 他 国 か ら の 部 品 が 供 給 で き た
は ず で あ る 。部 品 の 代 替 調 達 経 路 が 増 加 す る と い う こ と は 、九 州 の 地 場
産 業 に ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス が 訪 れ る こ と に な る 。ま た 、常 々 、筆 者 の 意 識
の 中 に「 ど う し た ら 地 場 産 業 が 、自 動 車 部 品 メ ー カ ー に 部 品 を 納 入 す る
こ と が で き る だ ろ う か 」と い う こ と が あ っ た 。ト ヨ タ 自 動 車 と 日 産 自 動
車 が 製 品 設 計 の 見 直 し に 取 り 組 ん で い る 。部 品 共 通 化 を 通 じ て 開 発 コ ス
ト を 削 減 す る と と も に 、ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 追 及 す る と い う も の だ 。背
景 に は 、欧 米 、韓 国 メ ー カ ー と の 競 争 激 化 、世 界 的 な 小 型 車 シ フ ト に よ
る 収 益 力 低 下 と い う 問 題 が あ る 。原 価 の ８ 割 を 占 め る と 言 わ れ る 部 品 の
購 入 費 を 下 げ る こ と は 、 コ ス ト 競 争 力 向 上 に 大 き な イ ン パ ク ト が あ る 。
多 く の 車 種 で 同 じ 部 品 を 使 い 、モ デ ル チ ェ ン ジ を し て も 同 じ 部 品 を 使 い
続 け る こ と で 、部 品 の コ ス ト は 下 が る 。新 規 に 部 品 を 設 計 す る た め の 開
発 費 も 削 減 で き る 。VW は 戦 略 的 、組 織 的 に 部 品 共 通 化 を 推 進 し て き た
の に 対 し 、日 本 メ ー カ ー 、中 で も ト ヨ タ は こ れ ま で 新 規 で 部 品 を 立 ち 上
げ る こ と に 注 力 し 部 品 共 通 化 を 進 め て こ な か っ た 。  共 通 化 の 最 大 の メ






択 肢 が 減 っ て し ま う と い う こ と で あ る 。標 準 化 の 一 つ の 側 面 と し て 、製
品 使 用 者 の 利 便 性 を 高 め 、ま た 異 な る 製 品 同 士 の 互 換 性 を 担 保 す る た め
に 、製 品 の 共 通 仕 様 を 定 め る こ と で あ る 。従 っ て 、一 旦 そ の 標 準 が 定 め
ら れ れ ば 、多 く の 企 業 が そ れ に 従 っ て 製 品 を 開 発 製 造 す る こ と が 可 能 と
な る 。  
本 稿 で は 、地 場 産 業 の 部 品 納 入 に い か な る ア プ ロ ー チ が 有 効 な の か と
い う 問 い に 対 し て 、 仮 説 を 立 て た 。 部 品 に は 、 「 標 準 化 し や す い 部 品 」
と「 標 準 化 し に く い 部 品 」が あ る こ と に 着 目 し 、標 準 化 し や す い 部 品 で
あ れ ば 、地 場 産 業 も 参 入 可 能 性 が あ る は ず で あ る 。ま ず 、本 稿 を Ⅱ 部 構
成 と し 、Ⅰ 部 で 標 準 化 理 論 等 の 検 証 、Ⅱ 部 で 韓 国 ・九 州 の 自 動 車 部 品 産
業 の 実 態 検 証 を 行 っ た 。そ し て Ⅰ 部 と Ⅱ 部 か ら 地 場 産 業 の 部 品 納 入 に い
か な る ア プ ロ ー チ が 有 効 な の か 論 究 を 試 み よ う と し て い る 。  
 部 品 メ ー カ ー が 、九 州 で の 生 産 を 拡 大 す れ ば 、地 場 産 業 の 自 動 車 産 業
へ の 参 入 余 地 は 広 が る こ と に な る 。し か し 、そ れ を 現 実 的 な も の と す る
に は 、地 場 産 業 の 生 産 管 理 技 術 、マ ー ケ テ ィ ン グ 力 、設 計 力 を 強 化 す る
必 要 が あ る 。以 上 の よ う な こ と を 考 慮 し な が ら 、理 論 の 検 証 、実 態 検 証
を 実 施 し た い 。 ま た 、 本 稿 は 、 7 つ の 章 と 終 章 か ら 構 成 さ れ て い る が 、
Ⅱ 部 構 成 と し て い る 。Ⅰ 部 は 、第 1 章 か ら 第 4 章 ま で と し 、理 論 の 検 証
を 行 っ て い る 。理 論 に 関 し て は 、標 準 化 に 関 す る 定 義 お よ び 理 論 、統 合
化 部 品 表 の 理 論 と Ｂ Ｏ Ｍ つ い て の 概 要 、Ｍ Ｒ Ｐ シ ス テ ム の 理 論 、相 互 補
完 シ ス テ ム の 概 要 と 現 状 に つ い て 述 べ 、相 互 補 完 シ ス テ ム の 輸 送 モ デ ル
の 検 証 を 行 っ て い る 。Ⅱ 部 は 、第 ５ 章 か ら 終 章 ま で と し 、韓 国 自 動 車 産
業 に お け る 生 産 シ ス テ ム の 発 展 過 程 、韓 国 自 動 車 産 業 の 現 地 調 査 、九 州






品 メ ー カ ー の 部 品 調 達 構 造 、地 場 産 業 の 部 品 メ ー カ ー の 現 状 と 課 題 を 考
察 し て い る 。ま た 、九 州 の 自 動 車 産 業 が 抱 え る 課 題 と 今 後 の 展 開 方 策 に
つ い て の 考 察 を 行 っ て い る 。  
先 行 研 究 と し て 、製 品 を 標 準 化 し て 成 功 し て い る 企 業 に「 マ ブ チ モ ー
タ ー 株 式 会 社 」 を あ げ て い る 。 同 社 は 、 1954 年 の 設 立 で あ る 。 1970 年
か ら は 、収 益 を 一 層 高 め 、新 し い 市 場 で の 顧 客 獲 得 の た め に 製 品 の 標 準
化 に 取 り 組 ん で い る 。顧 客 か ら は 、反 発 が あ っ た が 、販 売 価 格 の 低 減 と
品 質 の 安 定 、短 納 期 、安 定 供 給 で 対 応 し 、製 品 の 標 準 化 を 顧 客 に 受 け 入
れ ら れ る よ う に し た 。標 準 化 す る こ と で 、計 画 的 に 生 産 で き る よ う に な
り 、 コ ス ト の 低 減 、 短 納 期 、 安 定 供 給 が 可 能 と な っ た 。  
ま た 、地 場 産 業 の 部 品 納 入 に い か な る ア プ ロ ー チ が 有 効 な の か と い う
問 い に 対 し て（ 財 ）九 州 経 済 調 査 協 会 の ア ン ケ ー ト の 考 察 を 行 っ て い る 。
さ ら に 、韓 国 ・ 九 州 の 部 品 産 業 の 相 互 補 完 が 可 能 か ど う か 、韓 国 ・ 九 州
の 地 場 産 業 の 考 察 を 行 っ て い る 。（ 財 ） 九 州 経 済 調 査 協 会 は 、 １ 次 サ プ
ラ イ ヤ ー 、地 場 企 業（ 自 動 車 産 業 参 入 済 み ）、地 場 企 業（ 自 動 車 産 業 未
参 入 ）に そ れ ぞ れ ア ン ケ ー ト を 行 っ て い る 。そ れ に よ る と 、１ 次 サ プ ラ
イ ヤ ー は 、 金 型 製 造 、 金 型 プ レ ス 加 工 、 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 に つ い て は 、
九 州 内 の 企 業 に 期 待 し て い る こ と が わ か る 。ま た 、地 場 企 業（ 自 動 車 産
業 参 入 済 み ） は 、「 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 」 、「 金 属 プ レ ス 加 工 」 、「 金 型
プ レ ス 加 工 」 で 自 動 車 部 品 産 業 に 参 入 し て い る こ と が わ か る 。  
ケ ー ス ス タ デ ィ ー と し て 、 リ ン グ フ ロ ム 九 州 の 取 組 を 考 察 し て い る 。 
リ ン グ フ ロ ム 九 州 は 、 九 州 地 域 で の 現 地 調 達 率 の 向 上 と サ プ ラ イ ヤ ー ・
シ ス テ ム の 育 成 を 目 指 し 、ア イ シ ン 九 州 が 主 導 し て 設 立 し た の が 、企 業









「 メ ー ド ・ イ ン 九 州 の モ ノ 作 り 」 を 目 標 に 掲 げ る 共 同 受 注 組 織 と し て 、
ト ヨ タ 系 に 限 ら ず 系 列 外 も 含 む 39 社 を 会 員 と し て 発 足 し た 。  
こ の 取 組 を 通 じ て 、中 部 地 域 の ア イ シ ン グ ル ー プ 企 業 か ら の 自 動 車 部 品
を 全 て 九 州 域 内 か ら 調 達 す る こ と で 、 2011 年 に 売 上 高 400 億 円 、 従 業
員 1000 名 を 目 指 し て い る 。 そ の 狙 い は 、 連 合 各 社 の 新 規 商 品 の 受 け 皿
と な り 、九 州 地 区 で の 生 産 を 確 立 し 、各 系 列 で 各 社 が 拡 販 活 動 を す る こ
と に よ り 連 合 内 で の 仕 事 量 を 拡 大 す る と い う も の で あ る 。リ ン グ フ ロ ム
九 州 は 、設 立 当 初 、九 州 地 域 の 企 業 と 完 成 車 メ ー カ ー と の 取 引 が 少 な か
っ た た め 、勉 強 会 を 通 じ て 徐 々 に 交 流 や 共 同 Ｐ Ｒ を 図 り 、リ ン グ フ ロ ム
九 州 の 連 携 強 化 と 知 名 度 向 上 を 進 め 、完 成 メ ー カ ー や 部 品 サ プ ラ イ ヤ ー
と の 個 別 商 談 会 を 実 現 し て い っ た 。リ ン グ フ ロ ム 九 州 に 参 加 す る 企 業 の
多 く は 、規 模 が 小 さ く 県 外 へ の 営 業 活 動 が 困 難 で 、完 成 メ ー カ ー や 大 手
サ プ ラ イ ヤ ー に 認 知 さ れ る こ と が 難 し い と い う 問 題 を 抱 え て い た 。し か
し 、２ 次・ ３ 次 サ プ ラ イ ヤ ー が 集 ま り 、系 列 を 超 え た 企 業 連 合 を 形 成 す
る こ と で 、メ ー カ ー や 大 手 サ プ ラ イ ヤ ー へ の 知 名 度 を 高 め 、商 談 、受 注
が で き る 体 制 を 構 築 し て い る 。 リ ン グ フ ロ ム 九 州 の 会 員 39 社 が 得 意 と
す る 工 程 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、殆 ど の 自 動 車 部 品 の 生 産 が 可 能 で あ る 。 
韓 国・九 州 の 地 場 産 業 は 程 度 の 差 は あ る が 、文 献 講 読 や ア ン ケ ー ト 等
か ら 判 断 す る と 、自 動 車 部 品 メ ー カ ー（ 完 成 メ ー カ ー 、１ ・ ２ 次 サ プ ラ
イ メ ー カ ー ）に 部 品 を 納 入 す る 実 力 あ る と 判 断 す る 。部 品 の 共 通 化 を 考
え る 場 合 は 、韓 国・ 九 州 の 自 動 車 部 品 メ ー カ ー 同 士 を「 如 何 に し た ら 交
渉 の テ ー ブ ル に つ く こ と が で き る か 」が 今 後 の 課 題 で あ る 。自 動 車 の 完
成 メ ー カ ー が 主 と な り 、「 自 動 車 部 品 の 共 通 化 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 作 る こ
と で 、 地 場 産 業 の 部 品 メ ー カ ー の 新 規 参 入 が 可 能 で あ る 。  
 松尾裕一氏の博士学位申請論文審査の結果の要旨  
 
松 尾 裕 一 氏の博士学位申請論文 「韓国・九 州における自動車部品産業の 標準化戦略の
論 究 ---九州地場産業の参入可能性を探る」における問題意識は、具体的には、先般の東
北 大 震 災 の 折、自動車などの多くのメーカ ーにおいて、部品調達ができなくなって数 ヶ
月 間 に わ た って工場の操業 がストップする という事態が多発したことに端を発してい る。
こ の 事 態 は 、代替の部品が被害のなかった 日本の地域 や近隣の国 からさえ調達できな か
っ た こ と 、 すなわち、部品の標準化が意外 と進展していなかったことを 意味 している 。
か く し て 松 尾氏は、 韓国や九州の自動車 メ ーカーの標準化がもっと進められ、地域の 部
品 メ ー カ ー がそれに対応できる 戦略をとる ならば、 上記の問題 が解決されるばかりで な
く、 九 州 の 地場産業の発展にも繋がってい くであろうと考え、この標準化問題に 関心 を
寄せることとなったのである。  
そ も そ も 、標準化は経営学が 古くより 提起 してきた代表的な原理原則であり、これな
く し て 企 業 の発展はありえない。事実、 松 尾氏も 指摘するように、 ＶＷやトヨタ等が 今
試 み て い る 、いわゆる設計革命 といわれる ものも、原理は標準化によるコストダウン で
あ る 。 標 準 化はこれからもなお進められて いく趨勢にあることはまちがいない。 松尾 氏
は、論文の第１部をこうした標準化の基礎理論や 不可欠の 基礎技術の研究に当てている。
ま ず 第 1章では標準化の定義の他、諸先行研究の紹介と検討が行われ、第２章では、ＢＯ
Ｍ （ 統 合 化 部品表）について詳細な検討が なされ、 続いて、第３章では、ＭＲＰ （資 材
所 要 量 計 画 ）について、その特徴から動向 まで詳しく論及されている。さらに第４章 で
は 、 国 際 間 の分業を構築する相互補完シス テムについて、とりわけ ＡＳＥＡＮの事例 の
検討が行われている。  
こ の よ う に標準化に必要な 理論や技術を検 討した上で、松尾氏は 第２部において、 標
準 化 へ の 具 体的戦略の探求に取り組んでい る。第５章は韓国の自動車産業および部品 産
業 に つ い て 、まずその発展の歴史と特徴を 捉え、国際間取引の現状と将来性を 考察し て
い る 。 松 尾 氏は釜山外国語大学の助教授と いう立場から、日本人では殆ど不可能な韓 国
部 品 工 場 の 実態調査にも成功している。 ま た、この章では韓国のＫＡＰ（自動車部品 振
興 財 団 ） の アンケート調査が資料に用いら れている。ハングルを解読できる松尾氏な ら
では の 貴 重 な１次資料であり、国際展開が 韓国の企業サイドからも切実に求められて い
ることがよく分かる。  
第 ６ 章 は 、九州の 自動車産業および部品産 業について、完成 車メーカーの部品調達の
構 造 を 把 握 した上で、１次 ，２次、３次と 各部品メーカーの立場ごとの現状が調べら れ
て い る 。 さ らに、この章では、実際に 新た に参入できた 部品メーカーのケースがとり あ
げ られ 、 そ の手法が明らかにされている。 松尾氏は 、標準化しやすい 部品から参入す べ
し と い う 考 え方であるが、ここでは、部品 そのものというよりも、その 前段階の 金型 や
冶具なども有効なチャンスを与えてくれていることがよく分かる。  
第 ７ 章 では、論文全体のまとめとして、 九 州の自動車産業が抱える課題と今後の方策
が 論 じ ら れ ている。 ここでは、九州経済調 査協会のアンケート 結果を踏まえて、実に 詳
細 な 項 目 に わ たる分析が行われている。例 えば、九州の地場産業の最大のメリットと し
てア ジ ア へ の近さがあげられ、 さらに、熱 心な行政の支援も大きな魅力になっている 。
と り わ け 、 行政主催のマッチング支援など は有効なきっかけになってきたし、今後も 重
要 な 役 割 を 果たすであろう。韓国との取引 は、政治的な問題もあって 障壁はあるが、 松
尾 氏 は 、 お 互い要望はあるのであるから、 話し合いの席に 着かせることが課題だと考 え
て い る 。  
以 上 の 論 文内容に関し、 審査中には、例え ば、第１部と第２部の整合性や文献の記述
法 な ど の 点 でいくつかの問題点が指摘され たが、 修正が加えられた結果、 松尾氏が従 来
か ら 取 り 組 んできた研究の集大成 の論文 で あり、独創性、一貫性、体系性を持ち、高 水
準の内容を具備して おり、審査基準に照合して合格であると 判定された。  
判 定 ま で は以下の経過を辿っている。平成 2 5年の４月から、主査と副査による 半年間
の 事 前 の 指 導を 経て 、９月に正式に申請を 受理し、 その後半年間の本審査期間中 に、 ２
度 の 説 明 会 と最終試験 、および公聴会と審 査委員会を 行い、博士の学位を 授与するに 十
分の価値を持つと判断された。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
